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●
は
じ
め
に
―
ポ
ス
ト
二
〇
一
五

へ
の
胎
動
―

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

illen-
nium

 D
evelopm

ent Goals

：
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
の
目
標
年
で
あ
る
二
〇
一
五
年

が
来
年
に
迫
り
、
他
の
開
発
セ
ク
タ
ー

と
同
様
に
、
教
育
の
分
野
で
も
、
二
〇

〇
〇
年
か
ら
の
開
発
の
進
捗
状
況
を
検

証
し
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
の
教

育
政
策
・
協
力
の
枠
組
み
を
構
築
す
る

た
め
に
、
国
際
社
会
で
様
々
な
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
最
初
に

二
〇
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
の
教
育
開

発
分
野
で
何
が
達
成
さ
れ
、
何
が
達
成

さ
れ
て
い
な
い
の
か
を
概
観
し
、
そ
の

う
え
で
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
に
向
け
た
国

際
社
会
の
議
論
を
紹
介
・
考
察
す
る
。

●
教
育
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｅ
Ｆ
Ａ

途
上
国
に
お
け
る
教
育
開
発
分
野
の

現
行
の
国
際
的
枠
組
み
と
国
際
目
標

は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
教
育
分
野
の
目
標

と
「
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
み
（D
akar 

Fram
ew
ork for A

ction

）」
の
い
わ

ゆ
る
Ｅ
Ｆ
Ａ
目
標
の
二
重
構
造
と
な
っ

て
い
る
。
前
者
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
二
〇

〇
〇
年
九
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ

ト
」
で
採
択
さ
れ
た
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア

ム
宣
言
」
を
基
と
し
て
、
貧
困
削
減
な

ど
の
八
つ
の
大
目
標
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、
図
１
の
よ
う
に
そ
の
う
ち
二
つ
が

教
育
に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

後
者
の
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
み
は
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
策
定
に
先
立
つ
二
〇
〇
〇
年

四
月
に
、
セ
ネ
ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
に
お

い
て
ユ
ネ
ス
コ
、
ユ
ニ
セ
フ
、
世
界
銀

行
、
国
連
開
発
計
画
、
国
連
人
口
基
金

に
よ
り
共
催
さ
れ
た
世
界
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
（W

orld Education Forum

）

に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
図
２

以
下
の
よ
う
な
六
つ
の
目
標
か
ら
成
る
。

こ
れ
は
、
一
九
九
〇
年
に
タ
イ
の
ジ
ョ

ム
テ
ィ
エ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
万
人
の

た
め
の
教
育
（Education for A

ll

：

Ｅ
Ｆ
Ａ
）
世
界
会
議
」
で
決
議
さ
れ
た
、

Ｅ
Ｆ
Ａ
に
関
す
る
国
際
的
枠
組
み
と
国

際
目
標
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
両
方
の
枠
組
み
が
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
期
間
を

対
象
と
し
た
目
標
で
あ
り
、
ま
た
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
初
等
教
育
の
完
全
普
及
と
男
女

間
格
差
の
是
正
の
二
つ
の
教
育
目
標
は
、

い
ず
れ
も
ダ
カ
ー
ル
行
動
枠
組
み
の
六

つ
の
目
標
に
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
二
重
構
造
と
な
っ
て
い

る
枠
組
み
と
目
標
群
は
、
総
体
的
に
矛

盾
な
く
、
国
際
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
。
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
ま

で
の
教
育
開
発
に
お
け
る
国
際
的
枠
組

み
と
目
標
の
進
捗
状
況
を
み
る
場
合
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
二
つ
の
教
育
目
標
を
中
心

と
し
な
が
ら
も
、
他
の
四
つ
に
関
し
て

も
そ
の
対
象
と
し
て
分
析
を
行
い
た
い
。

●
Ｅ
Ｆ
Ａ
・
教
育
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗

状
況

Ｅ
Ｆ
Ａ
・
教
育
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
状

況
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
ユ
ネ
ス
コ

が
ほ
ぼ
毎
年
発
行
し
て
き
た
『
Ｅ
Ｆ
Ａ

グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー

ト
』
に
よ
っ
て
、
検
証
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
二
〇
一
三
／
一
四
年

度
版
と
二
〇
一
二
年
度
版
を
基
と
し
て
、

現
時
点
ま
で
の
達
成
状
況
を
概
観
す
る
。

⑴
乳
幼
児
の
ケ
ア
お
よ
び
教
育
の
拡
充

乳
幼
児
の
ケ
ア
と
就
学
前
教
育
の
拡

充
は
、
そ
の
後
の
児
童
の
健
康
・
栄
養
・

教
育
の
状
況
に
大
き
く
影
響
し
、
特
に

国際教育開発協力のこれまで・これから

特  集

（出所）外務省政府開発援助ODAホームページ。

図１　 国連ミレニアム開発目標（MDGs）の教育
分野目標

目標 2： 初等教育の完全普及の達成
すべての子どもが男女の区別なく初等教
育の全課程を修了できるようにする

目標 3： ジェンダー平等推進と女性の地位向上
すべての教育レベルにおける男女格差を
解消する

教
育
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
と
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
現
状
と
展
望

―
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
の
国
際
枠
組
み
の

　

形
成
に
向
け
て
―

【
総
括
編
：
教
育
開
発
総
論
】

黒
田 

一
雄
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貧
困
層
の
乳
幼
児
に
対
す
る
早
期
の
介

入
は
貧
困
削
減
の
効
果
が
大
き
い
こ
と

が
様
々
な
実
証
研
究
に
よ
り
、
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
認
識
の

も
と
、
ダ
カ
ー
ル
で
策
定
さ
れ
た
枠
組

み
に
は
乳
幼
児
に
関
す
る
目
標
が
そ
の

最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
十

数
年
で
一
定
の
改
善
は
み
ら
れ
る
も
の

の
、
そ
の
成
果
は
満
足
の
い
く
も
の
と

は
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
五
歳
未

満
の
乳
幼
児
死
亡
者
数
は
一
九
九
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
ほ
ぼ
半
減
し

た
が
、
二
〇
一
二
年
時
点
で
未
だ
毎
年

六
六
〇
万
人
の
乳
幼
児
が
、
五
歳
に
な

る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二

〇
一
五
年
時
点
で
も
、
発
育
不
良
に
苦

し
む
子
ど
も
の
数
は
一
億
五
七
〇
〇
万

人
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
世
界
の
五
歳
未
満
の
子
ど
も
の

数
の
ほ
ぼ
四
半
分
に
相
当
す
る
。
就
学

前
教
育
の
粗
就
学
率
は
、
一
九
九
〇
年

の
三
三
％
か
ら
二
〇
一
一
年
の
五
〇
％

ま
で
上
昇
し
た
が
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ

リ
カ
で
は
未
だ
に
わ
ず
か
一
八
％
で
あ

る
。
二
〇
一
五
年
ま
で
に
就
学
前
教
育

の
粗
就
学
率
八
〇
％
を
達
成
で
き
そ
う

な
の
は
、
先
進
国
を
含
め
て
も
全
世
界

で
約
半
分
の
国
々
で
あ
ろ
う
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。

⑵
初
等
教
育
の
完
全
普
及

初
等
教
育
は
、
一
九
四
八
年
国
連
で

決
議
さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
で
も
「
教

育
は
、
少
な
く
と
も
初
等
の
お
よ
び
基

礎
的
の
段
階
に
お
い
て
は
、
無
償
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
等
教
育
は
、
義

務
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定

さ
れ
た
よ
う
に
、
基
本
的
人
権
と
し
て

国
際
社
会
で
は
長
ら
く
認
識
さ
れ
て
き

た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
一
九
六
〇
年
に
カ
ラ

チ
、
一
九
六
一
年
に
ア
ジ
ス
ア
ベ
バ
、

一
九
六
二
年
に
サ
ン
チ
ア
ゴ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
教
育
開
発
に
関
す
る

地
域
国
際
会
議
を
開
催
し
、
一
九
八
〇

年
ま
で
に
学
齢
児
に
対
す
る
初
等
教
育

の
完
全
普
及
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は

一
九
七
〇
年
ま
で
）
を
決
議
し
た
。
そ

の
後
、
急
速
に
初
等
教
育
は
拡
大
し
、

就
学
者
数
は
飛
躍
的
に
伸
長
し
た
が
、

人
口
増
加
は
そ
れ
以
上
の
速
さ
で
進
行

し
、
初
等
教
育
の
普
遍
化
の
目
標
は
達

成
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
九
〇
年
の

ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
Ｅ
Ｆ
Ａ
会
議
に
お
い

て
も
、
初
等
教
育
の
完
全
普
及
は
最
重

要
目
標
と
さ
れ
た
が
、
不
就
学
児
童
数

は
一
九
九
〇
年
代
、
ほ
ぼ
横
ば
い
を
続

け
、
目
標
年
と
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
に

も
そ
の
達
成
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

ダ
カ
ー
ル
Ｅ
Ｆ
Ａ
と
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

枠
組
み
で
再
度
二
〇
〇
〇
年
に
国
際
目

標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
初
等
教
育
の
完

全
普
及
は
、
こ
の
十
数
年
で
相
当
の
進

展
を
み
せ
た
。
一
九
九
九
年
時
点
に
お

い
て
、
世
界
で
一
億
七
〇
〇
万
人
と
推

計
さ
れ
た
不
就
学
児
童
数
は
二
〇
一
一

年
に
は
五
七
〇
〇
万
人
ま
で
、
ほ
ぼ
半

減
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
以
降

の
不
就
学
児
童
数
減
少
の
ペ
ー
ス
は
明

ら
か
に
鈍
化
し
、
そ
の
数
は
横
ば
い
と

な
っ
て
い
る
。
初
等
教
育
の
完
全
普
及

図２　「ダカール行動枠組み」による EFA へ向けた目標

目標 1： 最も恵まれない子ども達に特に配慮を行った総合的な就学前保育・教育
の拡大および改善を図ること

目標 2： 女子や困難な環境下にある子ども達、少数民族出身の子ども達に対し特
別な配慮を払いつつ、2015 年までに全ての子ども達が、無償で質の高い
義務教育へのアクセスを持ち、修学を完了できるようにすること

目標 3： 全ての青年および成人の学習ニーズが、適切な学習プログラムおよび生活
技能プログラムへの公平なアクセスを通じて満たされるようにすること

目標 4： 2015 年までに成人（特に女性の）識字率の 50％改善を達成すること。また、
全ての成人が基礎教育および継続教育に対する公正なアクセスを達成す
ること

目標 5： 2005 年までに初等および中等教育における男女格差を解消すること。
2015 年までに教育における男女の平等を達成すること。この過程におい
て、女子の質の良い基礎教育への充分かつ平等なアクセスおよび修学の
達成について特段の配慮を払うこと

目標 6： 特に読み書き能力、計算能力、および基本となる生活技能の面で、確認
ができかつ測定可能な成果の達成が可能となるよう、教育の全ての局面
における質の改善並びに卓越性を確保すること

（出所）日本ユネスコ国内委員会訳「ダカール行動枠組み」　下線筆者。
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を
達
成
し
た
国
は
全
世
界
で
一
九
九
九

年
に
は
約
一
〇
％
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

二
〇
一
一
年
時
点
で
は
約
五
〇
％
ま
で

上
昇
し
た
が
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
こ

の
目
標
を
達
成
で
き
そ
う
な
国
は
全
世

界
で
六
〇
％
に
も
満
た
な
い
と
推
計
さ

れ
る
。
特
に
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ

の
状
況
は
深
刻
で
、
二
〇
一
一
年
の
時

点
で
小
学
校
学
齢
児
童
の
二
二
％
が
就

学
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
不
就
学
児
の

約
半
数
が
紛
争
影
響
国
に
居
住
し
て
い

る
と
い
う
推
計
や
、
不
就
学
児
の
三
分

の
一
が
障
害
児
で
あ
る
、
と
の
推
計
も

あ
る
。

就
学
・
在
籍
だ
け
で
は
な
く
、
小
学

校
を
修
了
で
き
て
い
る
か
も
重
要
で
あ

る
が
、
中
途
退
学
の
状
況
は
深
刻
で
、

二
〇
一
〇
年
時
点
で
小
学
校
の
最
終
学

年
に
達
し
た
の
は
、
全
世
界
で
入
学
し

た
児
童
の
う
ち
七
五
％
に
す
ぎ
な
い
。

特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
、一
九
九
九
年
に
こ

の
数
字
が
五
八
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇

一
〇
年
に
は
五
六
％
と
低
下
し
て
い
る
。

⑶ 

青
年
・
成
人
の
た
め
の
学
習
と
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
獲
得
の
促
進

ダ
カ
ー
ル
Ｅ
Ｆ
Ａ
の
第
三
目
標
は
、

そ
の
進
捗
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
指
標

が
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
六
つ
の
目
標

の
な
か
で
も
軽
視
さ
れ
て
き
た
目
標
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
Ｅ
Ｆ
Ａ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

前
期
中
等
教
育
の
就
学
率
を
み
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
達
成
度
を
把
握
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
前

期
中
等
教
育
の
粗
就
学
率
は
全
世
界
で

一
九
九
九
年
の
七
二
％
か
ら
二
〇
一
一

年
の
八
二
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
サ
ブ

サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
で
は
、
二
〇
一
一
年

時
点
で
四
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
一
九

九
九
年
か
ら
比
べ
る
と
約
二
・
五
倍
に

急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
就
学
の
若

者
の
数
は
一
九
九
九
年
か
ら
三
一
％
低

下
し
た
が
、
未
だ
に
六
九
〇
〇
万
人
の

若
者
が
就
学
で
き
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

⑷ 
成
人
の
非
識
字
率
を
五
〇
％
低
下
さ

せ
る

識
字
は
社
会
経
済
開
発
の
基
礎
と
さ

れ
、
識
字
率
の
向
上
は
ユ
ネ
ス
コ
を
中

心
に
教
育
開
発
の
歴
史
的
な
重
要
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
ジ
ョ

ム
テ
ィ
エ
ン
で
も
ダ
カ
ー
ル
で
も
、
明

確
な
目
標
設
定
が
さ
れ
、
ま
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
お
い
て
も
、
初
等
教
育
の
完
全

普
及
と
男
女
間
格
差
の
是
正
の
指
標

と
し
て
、
一
五
歳
か
ら
二
四
歳
ま
で

の
識
字
率
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
の
成

人
識
字
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど
改
善
し
て

い
な
い
。
二
〇
一
二
年
時
点
で
の
成
人

非
識
字
者
の
数
は
七
億
七
四
〇
〇
万
人

と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
〇

〇
〇
年
か
ら
わ
ず
か
一
％
の
減
少
に
す

ぎ
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
成
人
識

字
の
完
全
普
及
を
達
成
し
て
い
た
国
は
、

デ
ー
タ
の
あ
る
八
七
カ
国
中
二
一
％
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
ま
で
に
こ
の

目
標
を
達
成
し
た
国
は
二
六
％
、
二
〇

一
五
年
ま
で
に
こ
の
達
成
が
見
込
ま
れ

る
の
は
わ
ず
か
に
二
九
％
で
あ
り
、
成

人
識
字
の
完
全
普
及
や
非
識
字
率
を
半

減
さ
せ
る
と
い
う
目
標
に
は
遠
く
及
ん

で
い
な
い
。

⑸ 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
解
消
と
平
等
の

達
成

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
世
界
人
権
宣

言
以
来
の
国
際
社
会
の
目
標
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
権
的
・
人

道
的
な
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
達
成
が
、
社
会
経
済
開
発

に
も
有
効
で
あ
る
と
の
考
え
方
に
も

よ
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ム
テ
ィ
エ
ン
・
ダ

カ
ー
ル
で
も
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
教

育
目
標
の
設
定
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
、
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差

の
是
正
は
重
要
な
項
目
と
し
て
認
識
さ

れ
た
が
、
特
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
必
ず
し

も
目
標
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
指
標
と
し
て
、
教

育
に
お
け
る
男
女
間
格
差
の
是
正
が
位

置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
の
教
育

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
是
正
の

達
成
度
を
み
る
と
、
国
の
所
得
水
準
と

教
育
段
階
に
よ
っ
て
、
相
当
に
状
況
が

異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
低
所
得
国
で

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
達
成
で
き
て

い
る
国
は
、
初
等
教
育
で
全
体
の
二

〇
％
に
す
ぎ
ず
、
前
期
中
等
で
は
一

〇
％
、
後
期
中
等
で
は
八
％
で
、
多
く

の
国
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
達
成
さ
れ

て
お
ら
ず
、
一
般
に
女
子
の
就
学
状
況

が
男
子
に
比
し
て
悪
い
。
し
か
し
、
低

中
所
得
国
と
高
中
所
得
国
、
高
所
得
の

国
の
い
ず
れ
も
で
、
後
期
中
等
教
育
に

お
い
て
は
、
反
対
に
男
子
の
方
が
女
子

よ
り
も
就
学
状
況
が
悪
い
国
が
多
い
。

ま
た
、
男
子
は
学
力
面
、
特
に
国
語
力

に
お
い
て
女
子
に
劣
る
傾
向
が
全
世
界

的
に
み
ら
れ
る
。

初
中
等
教
育
の
お
け
る
就
学
率
男
女

間
格
差
の
是
正
は
、
一
九
九
九
年
の
時

点
で
一
六
一
カ
国
の
う
ち
五
七
％
が
達

成
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
六

三
％
に
微
増
し
て
お
り
、
二
〇
一
五
年

に
は
七
〇
％
程
度
に
な
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

⑹
教
育
の
質
の
改
善

教
育
の
質
と
ア
ク
セ
ス
（
量
）
は
、

教
育
の
質
（
例
え
ば
教
師
一
人
あ
た
り

の
学
生
数
）
を
重
視
す
れ
ば
、
教
育
の

量
（
受
容
可
能
な
学
生
数
）
を
犠
牲
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、
教
育
の
量
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を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
一
定
以
上
の

質
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
両
者
は
補

完
的
な
関
係
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

や
、
就
学
率
の
拡
大
だ
け
で
は
社
会
経

済
開
発
は
有
効
に
進
ま
ず
、
教
育
の
質

の
改
善
に
よ
る
学
習
成
果
の
向
上
こ
そ

が
そ
の
他
の
開
発
を
促
進
す
る
の
だ
と

い
う
考
え
方
が
、
国
際
社
会
で
認
知
さ

れ
、
就
学
率
に
重
き
が
置
か
れ
が
ち
で

あ
っ
た
途
上
国
の
教
育
開
発
に
お
い
て
、

教
育
の
質
に
も
意
が
注
が
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

教
育
の
質
は
、
ま
ず
教
員
一
人
あ
た

り
の
児
童
数
や
有
資
格
教
員
比
率
の
よ

う
な
、
教
育
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
指
標
で

測
ら
れ
た
。
教
員
一
人
あ
た
り
の
児
童

数
は
、
世
界
的
に
は
一
九
九
九
年
の
二

六
名
か
ら
二
〇
一
〇
年
の
二
四
名
へ
と

若
干
改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ブ

サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
で
は
、
四
二
名
か
ら

四
三
名
へ
と
わ
ず
か
に
悪
化
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就
学
者
数
の

増
加
に
と
も
な
い
、
多
く
の
国
が
正
規

の
教
員
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
無
資
格

教
師
を
雇
う
こ
と
で
教
員
数
を
増
や
し

て
い
る
た
め
、
小
学
校
教
員
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
存
在
す
る
一
〇
〇
カ
国
の
う

ち
約
三
分
の
一
の
国
に
お
い
て
、
国
家

基
準
に
達
し
た
訓
練
を
受
け
た
教
員
の

割
合
が
七
五
％
未
満
で
あ
る
と
の
報
告

も
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
や
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｑ
な
ど
の
国
際
的
学

力
調
査
が
発
達
し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
質

だ
け
で
は
な
く
、
教
育
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
、
つ
ま
り
は
学
習
成
果
か
ら
教
育
の

質
を
み
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
最
貧
国
の
な
か
に
は
、
就
学
・

進
級
し
て
い
て
も
、
非
常
に
低
い
学
力
、

ほ
と
ん
ど
非
就
学
の
状
況
と
同
様
の
学

力
し
か
持
た
な
い
学
生
が
相
当
数
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
世
界

の
六
億
五
〇
〇
〇
万
人
の
子
ど
も
の
う

ち
、
四
年
生
に
達
し
な
い
子
ど
も
は
一

億
二
〇
〇
〇
万
人
存
在
す
る
が
、
こ
れ

よ
り
も
多
い
一
億
三
〇
〇
〇
万
人
が
就

学
し
な
が
ら
も
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け

て
い
な
い
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
の
学
力
は
親
の
社
会
・
経
済
的

状
況
に
よ
っ
て
も
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

●
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
教
育
ア
ジ
ェ

ン
ダ
の
論
点

以
上
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
一
五
年
ま
で
の
教
育
開
発
の
枠
組

み
は
、
大
き
な
成
果
を
達
成
し
な
が
ら

も
、
世
界
の
教
育
開
発
の
状
況
を
概
観

す
る
と
、
五
七
〇
〇
万
人
の
児
童
と
六

九
〇
〇
万
人
の
若
年
層
が
未
だ
就
学
で

き
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
二
億
五
〇

〇
〇
万
人
の
児
童
が
、
読
み
書
き
計
算

を
含
む
十
分
な
基
礎
的
学
力
を
有
し
て

い
な
い
、
と
い
う
状
況
に
あ
る
こ
と
が

Ｅ
Ｆ
Ａ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
で

わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現

状
認
識
を
基
と
し
な
が
ら
、
国
際
社
会

は
、
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
の
教
育
開
発
枠

組
み
に
つ
い
て
の
議
論
を
活
発
化
さ
せ

て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

お
よ
び
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
様
々
な
国
際

会
議
が
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
来
年
二

〇
一
五
年
の
五
月
に
韓
国
の
仁
川
で
開

催
さ
れ
る
予
定
の
世
界
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
向
け
、
最
も
重
要
な
準
備
会

合
が
今
年
五
月
に
オ
マ
ー
ン
の
首
都

マ
ス
カ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ

で
は
「
マ
ス
カ
ッ
ト
合
意
（M

uscat 
A
greem

ent

）」
が
策
定
さ
れ
、
今
後

の
ポ
ス
ト
二
〇
一
五
の
教
育
ア
ジ
ェ
ン

ダ
に
関
す
る
議
論
の
礎
と
し
て
、
全
体

の
テ
ー
マ
を
「
公
平
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
、
質
の
高
い
教
育
と
生
涯
学
習
を
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
全
て
の
人
々
に
保

障
す
る
」
こ
と
と
し
、
図
３
の
よ
う
に

以
下
の
七
つ
の
教
育
分
野
国
際
目
標
の

候
補
が
提
示
さ
れ
た
。

「
マ
ス
カ
ッ
ト
合
意
」
で
示
さ
れ
た
、

こ
れ
ら
の
七
つ
の
国
際
目
標
の
候
補
は
、

現
行
の
二
〇
一
五
年
に
向
け
た
枠
組
み

の
大
要
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
新
し
い
観
点
が
含
ま
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
。
筆
者
は
、
一
昨
年
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
を
中
心
と
し
た
ポ
ス
ト
二
〇
一

五
の
教
育
枠
組
み
の
議
論
に
参
加
し
て

き
た
経
験
か
ら
、
国
際
社
会
が
、
ポ
ス

ト
二
〇
一
五
の
教
育
開
発
目
標
と
し
て

模
索
し
て
い
る
方
向
性
に
は
、
以
下
の

三
つ
の
重
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
一
に
、
教
育
の
質
を
さ
ら
に
重
視
す

図３　「マスカット合意」で提示されたポスト 2015 の国際教育目標

目標 1： 1 年間の無償で義務的な就学前教育を含む乳幼児のケアと教育
目標 2： 少なくとも 9年間の無償かつ義務的な質の高い基礎教育
目標 3： 成人の識字と計算能力の確保
目標 4： 雇用を意識した職業技術訓練や後期中等教育・高等教育の拡充
目標 5： グローバルシティズンシップ教育とESD
目標 6： 質の高い教師の確保
目標 7： GDPの少なくとも4～6％、公的支出の15～20％を教育予算とする。

（出所）UNESCO　2014 より。
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る
方
向
性
で
あ
る
。
現
行
の
ダ
カ
ー
ル

行
動
枠
組
み
で
も
、
教
育
の
質
は
六
つ

の
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
焦
点
化
さ
れ

て
き
た
が
、
教
育
の
質
を
さ
ら
に
重
視

し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
質
だ
け
で
は
な
く
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
質
、
す
な
わ
ち
学
習

成
果
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
こ
う

と
す
る
方
向
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
動
き
に
と
も
な
っ
て
、
先

進
国
で
は
既
に
政
策
的
な
影
響
力
を
増

し
て
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
学
力
調

査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
が
、
新
た
に
途
上
国

向
け
のPISA

 for D
evelopm

ent
を

提
案
し
た
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の
地
域

的
国
際
学
力
調
査
が
構
想
さ
れ
る
な
ど
、

様
々
な
動
き
が
現
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
教
育
の
公
平
性
の
議
論
が
、

横
断
的
で
複
合
的
な
課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
で
は
、
主
に
各
教
育
段
階
の
就
学
に

お
け
る
男
女
間
格
差
の
是
正
が
国
際
的

枠
組
み
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
男
女
間

だ
け
で
は
な
く
、
民
族
や
居
住
地
、
所

得
階
層
、
障
害
な
ど
の
様
々
な
社
会
集

団
間
に
お
い
て
、
就
学
率
だ
け
で
は
な

い
、
学
習
成
果
や
就
職
と
い
っ
た
教
育

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
カ
ム
の
格

差
是
正
と
平
等
の
達
成
を
模
索
す
べ
き

と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
に
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」
と
い
う

言
葉
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
単
に
数

字
上
の
格
差
是
正
だ
け
で
は
な
く
、
学

習
の
場
を
共
に
し
、
共
生
社
会
を
構
築

す
る
こ
と
も
、
公
平
性
の
概
念
に
含
ま

れ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
三
に
二
〇
一
五
年
ま
で
の
枠
組
み

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
教
育
の
ア
ク

セ
ス
（
量
）
と
質
、
そ
し
て
そ
の
公
平

性
の
課
題
に
加
え
、
教
育
の
内
容
に
関

す
る
国
際
目
標
の
設
定
が
模
索
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
動
き
の
な
か
で
最
も
顕
著

な
の
は
、
マ
ス
カ
ッ
ト
合
意
の
五
つ
目

の
国
際
目
標
候
補
と
な
っ
て
い
る
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ

Ｄ
）」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
）」
で
あ
ろ
う
。
前

者
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
日
本
の
政
府
と
市
民

社
会
が
二
〇
〇
二
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

グ
環
境
サ
ミ
ッ
ト
で
提
唱
し
た
概
念
で
、

そ
の
後
ユ
ネ
ス
コ
を
主
管
国
際
機
関
と

し
て
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
〇
年
」
が
実
施
さ

れ
、
今
年
一
一
月
に
そ
の
最
終
年
会
合

が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
。
後
者
は
、

国
連
の
潘
基
文
事
務
総
長
が
提
唱
す
る

Education First Initiative

の
重
要

な
要
素
と
し
て
、
特
に
韓
国
が
推
進
役

を
務
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア

の
二
カ
国
に
よ
っ
て
主
唱
さ
れ
、
国
際

社
会
に
お
い
て
近
年
収
斂
さ
れ
て
き
た

二
つ
の
教
育
の
内
容
、
教
育
の
あ
り
方

に
関
す
る
概
念
が
、
二
〇
一
五
年
以
降

の
国
際
的
な
教
育
枠
組
み
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
二
一
世
紀
型
ス
キ
ル

や
非
認
知
的
能
力
な
ど
の
新
し
い
学
力

観
の
議
論
と
も
相
ま
っ
て
、
次
の
新
し

い
枠
組
み
の
最
も
注
目
す
べ
き
方
向
性

と
し
て
活
発
な
国
際
的
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で

の
教
育
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｅ
Ｆ
Ａ
は
、
主
に

途
上
国
を
対
象
と
し
、
日
本
を
含
む
先

進
国
は
、
援
助
ド
ナ
ー
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
教
育
目
標
に
向
き
合
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
教

育
目
標
は
、
無
償
の
就
学
前
教
育
に
し

ろ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
や
Ｇ
Ｃ
Ｅ
と
い
っ
た
教
育

の
あ
り
方
に
関
す
る
議
論
に
し
ろ
、
教

育
財
政
目
標
に
し
ろ
、
先
進
国
に
も
途

上
国
に
も
共
通
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

課
題
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に

二
〇
一
五
年
以
降
の
枠
組
み
は
、
教
育

に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

基
と
し
て
、
世
界
の
教
育
に
大
き
な
変

容
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
、
教
育
分
野
の
国
際
協
力
の
あ

り
方
も
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
垂

直
的
な
援
助
か
ら
、
水
平
的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
協
力
に
変
わ
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。
次
の
目
標
年
で
あ
る

二
〇
三
〇
年
を
展
望
し
な
が
ら
、
ポ
ス

ト
二
〇
一
五
の
教
育
枠
組
み
の
形
成
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
く
ろ
だ　

か
ず
お
／
早
稲
田
大
学
大
学

院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
教
授
）
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